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研究概要 研究背景

4

経済状況が不安定になり、より正確な現状把握のために
ナウキャスティングが注目されている
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研究概要 研究背景

5

ナウキャスティングとは現時点での経済の状態を
推測すること

Now (現在)
+

Forecasting(予測)



研究概要 研究背景

6

「商業販売額」は官民学で幅広く利用され、
日本の消費動向を把握するうえで根幹を担う指標

政府統計の算出

四半期別GDP速報
景気動向指数

第3次産業活動指数
総消費動向指数

など



研究概要 研究背景

7

「商業販売額」は官民学で幅広く利用され、
日本の消費動向を把握するうえで根幹を担う指標

学術的研究の対象

商業販売額を使って他の
事象を説明

or

商業販売額自体の性質を
解明



研究概要 研究背景

8

「商業販売額」は官民学で幅広く利用され、
日本の消費動向を把握するうえで根幹を担う指標

経営判断の参考

毎月の指標値がメディア
によって報道

企業による業界分析
で使用

日経景気インデックスの
算出



研究概要 研究背景
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商業販売額はいくつものカテゴリーに
分解できるが、本研究が着目するのは「小売業」

商業計

商業販売額の構造

卸売業

小売業

各種商品卸売業

繊維品卸売業

機器器具卸売業

⋮

各種商品小売業

織物・衣服・身の回り品小売業

無店舗小売業

⋮



研究概要 研究背景

10

商業販売額の実測値が公表されるのは速報でも1ヵ月後

速報:
確報:

調査月の翌月末
翌々月中旬
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研究概要 研究目的

12

計量経済学モデルを用いて商業販売額(小売業)
のナウキャスティングを行う

ナウキャスティングを通してATM出入金データ
の有用性を提起する
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研究概要 先行研究

14

商業販売額のナウキャスティングはあまり
取り組まれていない

山内(1977)

瀬見(1978)

小寺ら(2018)



研究概要 先行研究

15

国内初の予測は山内(1977)で、「業種」・「業態」の
二面から試算を調整している



研究概要 先行研究

16

瀬見(1978)の研究は時系列分析の有用性を示したが、
突発的な経済変化には対応できないと思われる



研究概要 先行研究
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小寺ら(2018)はPOSデータを基に予測を行っているが、
季節性の考慮が不十分



目次

研究概要

研究背景

研究目的

先行研究

本稿の意義

仮説の提示

18



19

手法面

研究概要 本稿の意義



瀬見(1978)

時系列モデル

他データ不使用、
ナウキャストではない

20

研究概要 本稿の意義

先行研究の課題を補い、速報性の高い外部データと
時系列的モデリングを組み合わせてナウキャストを行う

小寺ら(2018)

季節性の考慮なし

POSデータを使った
ナウキャスト

本稿

時系列モデル

ATM出入金データを
使ったナウキャスト
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データ面

研究概要 本稿の意義
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各種商品

織物・衣服・身の回り品

飲食料品

自動車

医薬品・化粧品

等

スーパー

コンビニ

家電大型専門店

ドラッグストア

等

研究概要 本稿の意義

商業販売額(小売業)は業種・業態の二軸で集計される
ため、予測するには両方を考慮しなければならない...
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各種商品

織物・衣服・身の回り品

飲食料品

自動車

医薬品・化粧品

等

スーパー

コンビニ

家電大型専門店

ドラッグストア

等

...しかし小寺ら(2018)が使ったPOSデータでカバー
されるのは金額ベースで全体の16%程度にとどまる

研究概要 本稿の意義
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国内の消費のうち、
クレジットカードで決済されるのは

27.7%

消費関連の取り組みで多用される
クレジットカードデータも消費の全体像をつかめない

研究概要 本稿の意義

利用シーンに偏りがあり、コンビニで
はクレジットカード利用率が

16.2%
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POSデータ・クレジットカードデータなど、
決済の瞬間を捉えるデータでは十分な

カバレッジが得られない

間接的に消費を捉えることで
カバレッジを拡大できないか

研究概要 本稿の意義



26

日本の消費の

67.5%
は現金で決済

直接の観測が困難でも、消費者への現金の流れを通して
消費行動を把握できると考えられる

研究概要 本稿の意義

銀行など 消費者 小売店

観測可能

￥￥￥ ￥￥￥

観測困難
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銀行利用者のうち

96.9%
がATMを利用

現金の流れを追うにはATM出入金データが非常に有用
研究概要 本稿の意義

ATMの手続きはすべて
電子的に処理されるため、

集計が自動
かつ迅速
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手法面 データ面

消費を把握するうえでの
ATM出入金データの

有用性を実証

速報性の高い外部データと
時系列的モデリングを組み

合わせてナウキャスト

研究概要 本稿の意義

本稿の商業販売額(小売業)のナウキャスティングは予測
手法と使用データ、二つの面で意義がある
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「ATM 出入金データと時系列データを組み込んだモデルにより、
商業販売額(小売業)を高精度でナウキャスティングできる」

研究概要 仮説の提示
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解析手法 ARモデル

ARモデルとは過去の値を基に将来の推移を推定する
モデル

𝑦𝑦𝑡𝑡 = 𝛼𝛼 + �
𝑘𝑘=1

𝑝𝑝

𝛷𝛷𝑡𝑡−𝑝𝑝𝑦𝑦𝑡𝑡−𝑝𝑝 + 𝜖𝜖𝑡𝑡
p期前の値
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解析手法 ARモデル

ARモデルでは(弱)定常性が仮定される

𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶𝐶 𝑦𝑦𝑡𝑡 ,𝑦𝑦𝑡𝑡−𝑘𝑘 = 𝐸𝐸 𝑦𝑦𝑡𝑡 − 𝜇𝜇 𝑦𝑦𝑡𝑡−𝑘𝑘 − 𝜇𝜇 = 𝛾𝛾𝑘𝑘

𝐸𝐸 𝑦𝑦𝑡𝑡 = 𝜇𝜇

弱定常性の条件

期待値が一定: 

自己共分散が一定: 
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解析手法 ARモデル

定数項ダミーによって季節性をARモデルに組み込む

𝑦𝑦𝑡𝑡 = 𝛼𝛼 + 𝑆𝑆 + �
𝑘𝑘=1

𝑝𝑝

𝛷𝛷𝑡𝑡−𝑝𝑝𝑦𝑦𝑡𝑡−𝑝𝑝

𝑆𝑆 = �
𝑘𝑘=2

𝑛𝑛

𝑠𝑠𝑘𝑘𝐷𝐷𝑘𝑘𝑠𝑠

季節ダミー
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解析手法 Holt-Winters法

Holt-Winters法は実測値と予測値の加重平均で平滑化
を行うことで予測値を算出するモデル

1期前の実測値 1期前の予測値

�𝑦𝑦𝑡𝑡 = 𝛼𝛼𝑦𝑦𝑡𝑡−1 + 1 − 𝛼𝛼 �𝑦𝑦𝑡𝑡−1
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解析手法 Holt-Winters法

式を3つに分解することで季節性とトレンドを
捉えることができる

�𝑦𝑦𝑡𝑡 = 𝑙𝑙𝑡𝑡 + 𝑏𝑏𝑡𝑡 + 𝑠𝑠𝑡𝑡

レベル

トレンド

季節性

𝑙𝑙𝑡𝑡 = 𝛼𝛼 𝑦𝑦𝑡𝑡 − 𝑠𝑠𝑡𝑡−𝐿𝐿 + 1 − 𝛼𝛼 𝑙𝑙𝑡𝑡−1 + 𝑏𝑏𝑡𝑡−1

𝑏𝑏𝑡𝑡 = 𝛽𝛽 𝑙𝑙𝑡𝑡 − 𝑙𝑙𝑡𝑡−1 + 1 − 𝛽𝛽 𝑏𝑏𝑡𝑡−1

𝑠𝑠𝑡𝑡 = 𝛾𝛾 𝑦𝑦𝑡𝑡 − 𝑙𝑙𝑡𝑡 + 1 − 𝛾𝛾 𝑠𝑠𝑡𝑡−𝐿𝐿
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解析手法 重回帰モデル

ARモデル・HWモデルの予測値をそれぞれATM出入金
データと重回帰として組み合わせる

�𝑦𝑦𝑡𝑡 = 𝑐𝑐 + 𝛽𝛽1 �𝑦𝑦𝑡𝑡−1 + 𝛽𝛽2𝑍𝑍𝑡𝑡
ARモデル / HWモデル

の予測値
ATM出入金データ
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解析手法 SARIMAXモデル

SARIMAXモデルは S – AR – I – MA – X の5つの要素で
成り立っている

Seasonal AutoRegressive Integrated

Moving Average eXogenous

季節 自己回帰 和分

移動平均 外生変数
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解析手法 SARIMAXモデル

SARIMAXモデルは 7つのパラメータで成り立っている

𝜙𝜙 𝐵𝐵 𝛷𝛷 𝐵𝐵𝑚𝑚 1 − 𝐵𝐵 𝑑𝑑 1 − 𝐵𝐵𝑚𝑚 𝐷𝐷𝑦𝑦𝑡𝑡 = 𝜃𝜃 𝐵𝐵 𝛩𝛩 𝐵𝐵𝑚𝑚 𝜀𝜀𝑡𝑡 + 𝛽𝛽𝑥𝑥𝑡𝑡

𝜙𝜙 𝐵𝐵 = 1 −�
𝑘𝑘=1

𝑝𝑝

𝜙𝜙𝑘𝑘𝐵𝐵𝑘𝑘

𝛷𝛷 𝐵𝐵 = 1 −�
𝑘𝑘=1

𝑃𝑃

𝛷𝛷𝑘𝑘𝐵𝐵𝑘𝑘𝑚𝑚

𝜃𝜃 𝐵𝐵 = 1 + �
𝑘𝑘=1

𝑞𝑞

𝜃𝜃𝑘𝑘𝐵𝐵𝑘𝑘

𝛩𝛩 𝐵𝐵 = 1 + �
𝑘𝑘=1

𝑄𝑄

𝛩𝛩𝑘𝑘𝐵𝐵𝑘𝑘𝑚𝑚
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解析手法 状態空間モデル

𝑦𝑦𝑡𝑡 = 𝐻𝐻𝑡𝑡 𝑥𝑥𝑡𝑡 + 𝑤𝑤𝑡𝑡

𝑥𝑥𝑡𝑡 = 𝐹𝐹𝑡𝑡 𝑥𝑥𝑡𝑡−1 + 𝐺𝐺𝑡𝑡 𝐶𝐶𝑡𝑡

𝑤𝑤𝑡𝑡~𝑁𝑁(0,𝑅𝑅𝑡𝑡)

状態空間モデルは「観測モデル」と「システムモデル」
の2式を通して柔軟なモデリングを可能にする

システムモデル

観測モデル

𝐶𝐶𝑡𝑡~𝑁𝑁(0,𝑄𝑄𝑡𝑡)
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解析手法 状態空間モデル

状態空間モデルは「観測モデル」と「システムモデル」
の2式を通して柔軟なモデリングを可能にする

𝑥𝑥𝑡𝑡−1 𝑥𝑥𝑡𝑡 𝑥𝑥𝑡𝑡+1

𝑦𝑦𝑡𝑡−1 𝑦𝑦𝑡𝑡 𝑦𝑦𝑡𝑡+1

システムモデル

観測モデル
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状態空間モデルでも特に線形ガウス状態空間モデルは
以下の形をとる

解析手法 状態空間モデル

𝑦𝑦𝑡𝑡 = 𝐻𝐻𝑡𝑡𝑥𝑥𝑡𝑡 + 𝑤𝑤𝑡𝑡

𝑥𝑥𝑡𝑡 = 𝐹𝐹𝑡𝑡𝑥𝑥𝑡𝑡−1 + 𝐺𝐺𝑡𝑡𝐶𝐶𝑡𝑡

𝑤𝑤𝑡𝑡~𝑁𝑁(0,𝑅𝑅𝑡𝑡)

システムモデル

観測モデル

𝐶𝐶𝑡𝑡~𝑁𝑁(0,𝑄𝑄𝑡𝑡)
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状態空間モデルの推定ではカルマンフィルタ
を使用することで効率的に計算できる

解析手法 状態空間モデル

1: 1期先の予測

𝑥𝑥𝑡𝑡|𝑡𝑡−1 = 𝐹𝐹𝑡𝑡𝑥𝑥𝑡𝑡−1|𝑡𝑡−1

𝐶𝐶𝑡𝑡|𝑡𝑡−1 = 𝐹𝐹𝑡𝑡𝑉𝑉𝑡𝑡−1|𝑡𝑡−1𝐹𝐹𝑡𝑡𝑇𝑇 + 𝐺𝐺𝑡𝑡𝑄𝑄𝑡𝑡𝐺𝐺𝑡𝑡𝑇𝑇
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状態空間モデルの推定ではカルマンフィルタ
を使用することで効率的に計算できる

解析手法 状態空間モデル

2: フィルタリング

𝐾𝐾𝑡𝑡 = 𝑉𝑉𝑡𝑡|𝑡𝑡−1𝐻𝐻𝑡𝑡𝑇𝑇 𝐻𝐻𝑡𝑡𝑉𝑉𝑡𝑡|𝑡𝑡−1𝐻𝐻𝑡𝑡𝑇𝑇 + 𝑅𝑅𝑡𝑡
−1

𝑥𝑥𝑡𝑡|𝑡𝑡 = 𝑥𝑥𝑡𝑡|𝑡𝑡−1𝐾𝐾𝑡𝑡 𝑦𝑦𝑡𝑡 − 𝐻𝐻𝑡𝑡𝑥𝑥𝑡𝑡|𝑡𝑡−1

𝑉𝑉𝑡𝑡|𝑡𝑡 = 𝐼𝐼 − 𝐾𝐾𝑡𝑡𝐻𝐻𝑡𝑡 𝑉𝑉𝑡𝑡|𝑡𝑡−1
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状態空間モデルの推定ではカルマンフィルタ
を使用することで効率的に計算できる

解析手法 状態空間モデル

3: 固定区間平滑化

𝐴𝐴𝑡𝑡 = 𝑉𝑉𝑡𝑡|𝑡𝑡𝐹𝐹𝑡𝑡+1𝑇𝑇 𝑉𝑉𝑡𝑡+1|𝑡𝑡
−1

𝑥𝑥𝑡𝑡|𝑁𝑁 = 𝑥𝑥𝑡𝑡|𝑡𝑡 + 𝐴𝐴𝑡𝑡 𝑥𝑥𝑡𝑡+1|𝑁𝑁 − 𝑥𝑥𝑡𝑡+1|𝑡𝑡

𝑉𝑉𝑡𝑡|𝑁𝑁 = 𝑉𝑉𝑡𝑡|𝑡𝑡 + 𝐴𝐴𝑡𝑡 𝑉𝑉𝑡𝑡+1|𝑁𝑁 − 𝑉𝑉𝑡𝑡+1|𝑡𝑡 𝐴𝐴𝑡𝑡𝑇𝑇
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状態空間モデルの推定ではカルマンフィルタ
を使用することで効率的に計算できる

解析手法

カルマンゲイン

状態空間モデル

2: フィルタリング 3: 固定区間平滑化

𝐾𝐾𝑡𝑡 = 𝑉𝑉𝑡𝑡|𝑡𝑡−1𝐻𝐻𝑡𝑡𝑇𝑇 𝐻𝐻𝑡𝑡𝑉𝑉𝑡𝑡|𝑡𝑡−1𝐻𝐻𝑡𝑡𝑇𝑇 + 𝑅𝑅𝑡𝑡
−1

𝑥𝑥𝑡𝑡|𝑡𝑡 = 𝑥𝑥𝑡𝑡|𝑡𝑡−1𝐾𝐾𝑡𝑡 𝑦𝑦𝑡𝑡 − 𝐻𝐻𝑡𝑡𝑥𝑥𝑡𝑡|𝑡𝑡−1

𝑉𝑉𝑡𝑡|𝑡𝑡 = 𝐼𝐼 − 𝐾𝐾𝑡𝑡𝐻𝐻𝑡𝑡 𝑉𝑉𝑡𝑡|𝑡𝑡−1

𝐴𝐴𝑡𝑡 = 𝑉𝑉𝑡𝑡|𝑡𝑡𝐹𝐹𝑡𝑡+1𝑇𝑇 𝑉𝑉𝑡𝑡+1|𝑡𝑡
−1

𝑥𝑥𝑡𝑡|𝑁𝑁 = 𝑥𝑥𝑡𝑡|𝑡𝑡 + 𝐴𝐴𝑡𝑡 𝑥𝑥𝑡𝑡+1|𝑁𝑁 − 𝑥𝑥𝑡𝑡+1|𝑡𝑡

𝑉𝑉𝑡𝑡|𝑁𝑁 = 𝑉𝑉𝑡𝑡|𝑡𝑡 + 𝐴𝐴𝑡𝑡 𝑉𝑉𝑡𝑡+1|𝑁𝑁 − 𝑉𝑉𝑡𝑡+1|𝑡𝑡 𝐴𝐴𝑡𝑡𝑇𝑇

1: 1期先の予測

𝑥𝑥𝑡𝑡|𝑡𝑡−1 = 𝐹𝐹𝑡𝑡𝑥𝑥𝑡𝑡−1|𝑡𝑡−1

𝐶𝐶𝑡𝑡|𝑡𝑡−1 = 𝐹𝐹𝑡𝑡𝑉𝑉𝑡𝑡−1|𝑡𝑡−1𝐹𝐹𝑡𝑡𝑇𝑇 + 𝐺𝐺𝑡𝑡𝑄𝑄𝑡𝑡𝐺𝐺𝑡𝑡𝑇𝑇
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更に係数を時変させることで、より適応力のあるモデル
を構築できる

解析手法 状態空間モデル

𝑦𝑦𝑡𝑡 = 𝑟𝑟𝑡𝑡 + 𝑒𝑒𝑡𝑡
𝑟𝑟𝑡𝑡 = 𝛽𝛽𝑡𝑡𝑧𝑧𝑡𝑡
𝛽𝛽𝑡𝑡 = 𝛽𝛽𝑡𝑡−1 + 𝜏𝜏𝑡𝑡 𝜏𝜏𝑡𝑡~𝑁𝑁 0,𝜎𝜎𝑡𝑡2
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実証分析・結論 セブン銀行ATM出入金データ

株式会社セブン銀行様ご提供のデータで実証分析を行い、
商業販売額(小売業)をナウキャストする

2016 / 10 / 1 ~ 2022 / 7/ 31 セブン銀行出入金データ

2014 / 6 / 1 ~ 2022 / 7/ 31 商業販売額(小売業) 確報

使用データ 使用期間
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実証分析・結論 セブン銀行ATM出入金データ

セブン銀行は極めて広いカバレッジを持っており、
そのATMを通じて全国の情報を得ることができる
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実証分析・結論 セブン銀行ATM出入金データ

セブン銀行は極めて広いカバレッジを持っており、
そのATMを通じて全国の情報を得ることができる
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実証分析・結論 セブン銀行ATM出入金データ

ATM出入金データは月次で合計を取り、
一つの値にする

入金
ネット入金

出金

月次で
金額を合計

1台あたりに
換算
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実証分析・結論 セブン銀行ATM出入金データ

実際の運用を考え、毎期その時点で入手可能な最新情報
をモデルに学習させる

季節調整入り AR モデル

使用モデル 学習期間

Holt-Winters法

季節調整入り AR モデル
+セブン銀行 ATM 出入金データ

Holt-Winters法
+セブン銀行 ATM 出入金データ

SARIMAXモデル

時変係数モデル

𝑡𝑡 − 1期より27期

𝑡𝑡 − 1期より27期

重回帰分析: 𝑡𝑡 − 1期より27期
ARモデル: 𝑡𝑡 − 28期より27期

重回帰分析: 𝑡𝑡 − 1期より27期
Holt-Winters法: 𝑡𝑡 − 28期より27期

𝑡𝑡 − 1期より27期

推定精度のみで議論する (本発表では割愛)
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実証分析・結論 予測精度

経済の突発的な変化に対応できるかを検証するため、
コロナの影響が大きかった時期を区別して精度を測る

「コロナウイルス期間」
2020/4 ~ 2021/3 

(緊急事態宣言から一年間)

それ以外
2019/1-2020/3,
2021/4-2022/7

RMSE 相関係数
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実証分析・結論 予測精度

季節調整入り AR モデル

使用モデル
RMSE 
(コロナ以外)

Holt-Winters法

季節調整入り AR モデル
+セブン銀行 ATM 出入金データ

Holt-Winters法
+セブン銀行 ATM 出入金データ

SARIMAXモデル

732.589

495.323

499.860

432.818

441.754

RMSE 
(コロナ)

646.798

665.548

591.821

594.253

625.225

相関係数
(コロナ以外)

0.751

0.797

0.801

0.825

0.837

相関係数
(コロナ)

0.755

0.734

0.936

0.925

0.881

時系列
のみ

ATM 
出入金
データ
あり
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実証分析・結論 考察

ATM出入金データを使用したモデルがコロナ期間も
平常時も最も精度が高い

季節調整入り AR モデル

使用モデル
RMSE 
(コロナ以外)

Holt-Winters法

季節調整入り AR モデル
+セブン銀行 ATM 出入金データ

Holt-Winters法
+セブン銀行 ATM 出入金データ

SARIMAXモデル

732.589

495.323

499.860

432.818

441.754

RMSE 
(コロナ)

646.798

665.548

591.821

594.253

625.225

相関係数
(コロナ以外)

0.751

0.797

0.801

0.825

0.837

相関係数
(コロナ)

0.755

0.734

0.936

0.925

0.881

時系列
のみ

ATM 
出入金
データ
あり
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特にコロナ期間はATM出入金データを用いたモデルの
方が高精度

季節調整入り AR モデル

使用モデル
RMSE 
(コロナ以外)

Holt-Winters法

季節調整入り AR モデル
+セブン銀行 ATM 出入金データ

Holt-Winters法
+セブン銀行 ATM 出入金データ

SARIMAXモデル

732.589

495.323

499.860

432.818

441.754

RMSE 
(コロナ)

646.798

665.548

591.821

594.253

625.225

相関係数
(コロナ以外)

0.751

0.797

0.801

0.825

0.837

相関係数
(コロナ)

0.755

0.734

0.936

0.925

0.881

時系列
のみ

ATM 
出入金
データ
あり

実証分析・結論 考察
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すべてを総合すると一番精度がいいのは
Holt-Winters法+セブン銀行 ATM 出入金データ

季節調整入り AR モデル

使用モデル
RMSE 
(コロナ以外)

Holt-Winters法

季節調整入り AR モデル
+セブン銀行 ATM 出入金データ

Holt-Winters法
+セブン銀行 ATM 出入金データ

SARIMAXモデル

732.589

495.323

499.860

432.818

441.754

RMSE 
(コロナ)

646.798

665.548

591.821

594.253

625.225

相関係数
(コロナ以外)

0.751

0.797

0.801

0.825

0.837

相関係数
(コロナ)

0.755

0.734

0.936

0.925

0.881

時系列
のみ

ATM 
出入金
データ
あり

実証分析・結論 考察
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しかし、どのモデルも2019年9-10月で大きく予測を
外しており、増税の影響を逃していると考えられる
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実証分析・結論 考察
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ATM出入金データ自体にも増税の影響が認められない

正規化した商業販売額の残差 正規化したセブン銀行 ATM 出入金データの残差

実証分析・結論 考察
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データの
バイアス

解析面での
向上余地 増税対応

詳細性

実証分析・結論 課題・議論
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実証分析・結論 課題・議論

本稿の手法を発展させれば、地域別の商業販売額の推計
が可能になる

ATM出入金データは各ATM単位で把握可能

設置地域別の集計を行えば商業販売額を分解できる
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実証分析・結論 課題・議論

さらにテレポイントデータ・GISデータなどと
組み合わせれば、産業別の推計が可能と考えられる

テレポイントデータ・GISデータで
各地域にどういった産業が集中しているかを判別

ATM設置位置と照らし合わせて
どの産業が集中している地域で消費が多いのかを推計
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データの
バイアス

解析面での
向上余地 増税対応

詳細性

実証分析・結論 課題・議論
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実証分析・結論 課題・議論

セブン銀行ATM出入金データを活用するうえでは、
そのバイアス・今後の有用性を考慮する必要がある
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実証分析・結論 課題・議論

セブン銀行ATM出入金データを活用するうえでは、
そのバイアス・今後の有用性を考慮する必要がある
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データの
バイアス

解析面での
向上余地 増税対応

詳細性

実証分析・結論 課題・議論
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実証分析・結論 課題・議論

本稿では単純にATM出入金の月次の和を用いたため、
解析手法に改善の余地が多くある

月次の和

一度に動く金額

月の初めか終わりか

キャッシュレス利用率でATM
出入金データの重みづけ

複数データを
ベイジアンモデル平均で融合
etc.
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データの
バイアス

解析面での
向上余地 増税対応

詳細性

実証分析・結論 課題・議論
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実証分析・結論 課題・議論

ダミー変数をモデルに組み込む、あるいはPOSデータ
を併用することで増税の影響を捉えられると考えられる

ATM出入金データには増税の影響が表れなかった

より直接消費を反映するPOSデータと併用

増税のタイミングは事前に分かるので、
ダミー変数を設ける

or



目次

研究概要 解析手法 実証分析・結論

研究背景

研究目的

先行研究

本稿の意義
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総括

80

商業販売額(小売業)は極めて重要な指標だが、
今まで十分なナウキャスティングに関する取り
組みがなかった

さらに、今までの研究で予測に用いられたデータ
はカバレッジが低く、商業販売額(小売業)のよう
にマクロ的に消費を捉える指標には向いていない

本稿はセブン銀行ATM出入金データを用いて
実際に高精度の予測を行うことに成功し、さら
に精度がコロナのような急激な経済情勢の変化
中も保たれることを示した



ご清聴ありがとうございました!
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